








































G 区 J a n k e だ け が 取 り あ げ ら れ て い る け れ と も 、






























































































































































































（ 英 駈 た け は c o m p a ra t i v e
thoughtという詰が比較的定恙しているようであるが、
sophieであり、











Phil o s o p h y で あ る ） 。




















h il o s o p h y 





そ れ な ら ば 、


























同 じ こ と 、

































そ れ は 宗 教 で あ り 、
中 国 に お い て は 、











































めて圧縮されてしまった。を 詞 文 名 に し た り 、
いまの比較思想を「比較習学」の名で呼んでいた時期がある。
先 覚 者 で あ る 川 田 熊 太 郎 博 士 は 、



















し た が っ て 、
上述したような外国
































過 去 分 詞 形 か ら 成 立 し て い る け れ ど も 、
そ九｝』もかか
わらず、







能 動 的 で 、
流 動 的 で 、





（ 『 東 の 思 想 ・ 西 の 思 想 』 哲 学 ジ リ ー ス 第 三 巻 、





い ち い ち そ の た び ご と に 、
（『理想』二五五号、







































































































































































ウ ィ リ ア ム
・オ







「 異 質 の 諸 思 想 の 比 較 研 究 」 と い う こ と が で き る 。 の息和心
私たちが思想について考え、







































親 鸞 と バ ス カ ル 、
迅 如 と ハ ウ ロ 、
ウバニシャ




な ど と 、
11\，-11




こ の 場 合 、
比 較 の 対 象 と さ れ る 息 想 ・
が、







































































































































































































































み ず か ら テ ー マ を と り き め て 、
た と え ば
、
あ る 哲 学 史 の あ る 一 場 面 に 限 定 し て 論 ぜ ら れ る こ と が 多 い 。
たとえば、
右の引用文には、






こ の よ う に 、
人 間 に 共 通 し て 、
闊代を
「人間と何か」




十 戒 と 五 戒 、
「 時 」




と す る な ら は 、
以下は、










そ 礼 は 右 り 引 川 文 中 に
二玉ケー、




原 罪 と 無 明 、
愛と慈悲、
自 牧 と 無 牧 、




た い た い は
そ し て そ の こ と が 、












を 施 し て 行 く も の で あ る 。
「 諭 」 な ど を も っ て 包 括 さ れ 、








































































































































































ベルクソ 時間は連 tt6 1ーし
そ
「
時
「時」の概念は、
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ないけれども、
必ずといってよいはど、
が川発されたにとどまり、
全般に及んていない。
仏教には当初より「一切佃富」
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行」の
どこかに「間」に触れている。
その移り行きを、
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わたくしはこの大きなテーマに木格的に取り組んで、
研究を拡げ、
深めて行きたいと思
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さらにそれに東洋と西洋とを絡ませた研充は、
比較思想研究には絶好のテー
その間に四洋息想と対比を果たして
れなけれはならない。
仏教の
れ左心のと附するけれども、
作られたとするとき、
すてにそこに
（ザン�〈カーブ
サンカーラ）というきわめて
ということであると解しうるから、
こ
、
0
斗ーし
は（わが国の
などの一部を除いて）
にくい概念を川いている。
普通はこれを
「諸行皿常」という大前提がある。
日本仏
を中心課いとしたわけては
、一
q1
サンスクリク）
IIII
ら
（）
｛ 
:‘戸
：｀ヽ
‘｀
了ーiel-
]、
圃沢ll
と
4っ
こく行、4}
＼ぇ
4ヽ,r_
1'
，＇,．ヽー
し
